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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成21年4月16日(2009.4.16)

【公表番号】特表2008-540829(P2008-540829A)
【公表日】平成20年11月20日(2008.11.20)
【年通号数】公開・登録公報2008-046
【出願番号】特願2008-510033(P2008-510033)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  14/24     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  14/24    　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ  33/10    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粉末材料または粒状材料を加熱された面の上またはその面の近くに計量供給してその材
料を気化させる方法であって、
　（a）粉末材料または粒状材料を受け取る回転スクリューを用意し、その回転スクリュ
ーを回転させてその粉末材料または粒状材料を供給路に沿って供給位置に移動させる操作
と；
　（b）上記供給位置に少なくとも1つの開口部を設け、上記回転スクリューがその供給位
置において回転することによって発生する圧力を利用し、上記粉末材料または粒状材料を
制御可能な状態でその開口部を通過させて上記加熱された面へと送る操作と；
　（c）上記回転スクリューを用いて上記粉末材料または粒状材料を上記供給位置の近く
で撹拌または流動化することにより、その粉末材料または粒状材料を上記開口部を容易に
通過させて上記加熱された面へと送り、その面においてその粉末材料または粒状材料を気
化させる操作を含む方法。
【請求項２】
　上記粉末材料または粒状材料を撹拌または流動化する上記操作を、上記供給位置におい
て1つ以上の移動する面に開口部を設けることによって実現する、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　粉末材料または粒状材料を加熱された面の上またはその面の近くに計量供給してその材
料を気化させる装置であって、
　（a）粉末材料または粒状材料を受け取る回転スクリューを備えていて、その回転スク
リューが回転するにつれてその粉末材料または粒状材料が供給路に沿って供給位置に移動
し；
　（b）上記供給位置に開口部を規定する構造を備えていて、上記回転スクリューがその
供給位置において回転することによって発生する圧力を利用して、上記粉末材料または粒
状材料が制御可能な状態でその開口部を通過して上記加熱された面へと送られ；
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　（c）上記回転スクリューを用いて上記粉末材料または粒状材料を上記供給位置の近く
で撹拌または流動化する手段を備えていて、その粉末材料または粒状材料が上記開口部を
容易に通過する構成の装置。
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